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研究の要約 

 本報告書は、オープンバッジの活用を通して、生涯学習における学習履歴の可視化・デジタル化につ

いて調査研究を行い、その成果と課題をまとめ今後の取組について考察したものである。本調査研究は

文部科学省の「デジタル技術を活用した多様な生涯学習の学習履歴の活用に関する調査研究」において

広島県教育委員会が調査研究の協力機関として実施したものである。先行研究から、生涯学習分野にお

ける学習成果の評価・活用を推進していく上で、学習履歴の証明、その成果に対する評価の可視化、広

く活用していく仕組みの３点が必要であるにも関わらず途上にあることを把握した。そこで本調査研究

では、広島県立生涯学習センター（以下「当センター」とする。）の五つの事業において、学習履歴の

可視化における「オープンバッジ」の可能性を探究することとした。その結果、学習履歴の可視化・デ

ジタル化は、デジタルリテラシーの向上や学びのモチベーションの向上につながることが分かった。こ

のことから、生涯学習分野において、学習履歴を可視化・デジタル化することは、学びを評価・活用し

ていくツールとして有効であるといえる。 
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はじめに 

1984年に公布された臨時教育審議会設置法に基づ

き、総理府に設置された臨時教育審議会(1) の第一次

答申（昭和60年）において、生涯学習社会において

は、学習自体の喜びが味わえるとともに、どこで学

んでも、個人が取得、体得した資格、学習歴、専門

的技能などの成果が適切に評価されることが必要で

あると示されている。 

また、臨時教育審議会第三次答申（昭和62年）に

おいて、生涯を通じて行われる学習の成果が適切に

生かされるような、総合的かつ有機的な生涯学習の

ためのシステムをつくる視点から評価の多元化なら

びに生涯学習の基盤整備の推進が示され、第四次答

申（昭和62年）において、どこで学んでも、いつ学

んでも、その成果が適切に評価され、多元的に人間

が評価されるよう、人々の意識を社会的に形成して

いく必要があると示されている。 

 これらに基づき、生涯学習審議会（1992）「今後

の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策につい

て（中間まとめ）」(2) において、生涯にわたって何

を学んできたか、どのような知識、技術、技能や資

格を身に付け、どのようにして豊かな人間性を養っ

てきたか、どのように人生を歩んできたかなどの個

人の生涯にわたる学習歴や学習の蓄積が重視される

ような環境を醸成していかなければならない。生涯

のいつでも自由に学習機会を選択して学ぶことがで

き、その成果が評価されるような生涯学習社会を築

いていく必要があると示されている。 

 さらに、生涯学習審議会（1999）「学習成果を幅

広く生かす－生涯学習の成果を生かすための方策に

ついて－」(3) において、自らのキャリアを開発し、

学習成果を社会的活動、進学、就職、転職、再就職

等に広く活用していくために、自らの学習成果を積

極的にアピールし、社会的評価を求めることができ

るようにする必要が生じている。これからは個々人

がそれぞれの学習成果の記録として、例えば外国の

ポートフォーリオのような「生涯学習パスポート」

（生涯学習記録票）を作り、活用できるようにすべ

きであろうと示されている。 

 これらを受け、各都道府県で独自の「生涯学習パ

スポート」が作られた。広島県では、同年「第11回

全国生涯学習フェスティバルまなびピア広島’99」

が開催され、広島県独自の生涯学習パスポートを開

発し、来場者に配付した。その後、東広島市の小学

生用「まなぶちゃんノート」・中学生用「ジュニア

パスポート」をはじめ多くの自治体が「生涯学習パ

スポート」を活用した生涯学習分野の学習履歴を可

視化する取組を行った。主には生涯学習分野の学習

を行ったり、講座に参加したりするとスタンプがも

らえ、ノート一冊分スタンプが貯まると、文具等と

交換できるといったような仕組みである。この取組

により、生涯学習への意欲が高まり、自らの学びが

認められ、スタンプが貯まっていくことが励みとな

って次の学習の意欲へとつながっていった。 

 そんな中、新型コロナウイルス感染症が世界的流

行（パンデミック）をもたらし、生涯学習分野にお

いても大きな影響をもたらすこととなった。 

 第10期中央教育審議会生涯学習分科会(4)（令和２

年）において、新型コロナウイルス感染症に関する

対応が発生したことで学校教育・社会教育のそれぞ

れの場において学びを止めないことの重要性が共有

されたとともに、ＩＣＴなどの新しい技術を活用し

た学びなど、学びの新たな可能性も示されたところ

であると示されている。また、新しい技術を活用し

た学びは、一人ひとりの習熟度や興味関心によって

個別最適なプログラムの提供が可能であったり、学

習履歴（スタディ・ログ）の保存・確認等が容易に

なったりすると示されている。 

 さらに、第11期中央教育審議会生涯学習分科会(5) 

（令和４年）において、リカレント教育の推進を図

る上では、一定のまとまりある体系的な知識・技能

等の習得を可能とする履修証明制度の活用も含め、

学習履歴の可視化を図ることも重要であり、オープ

ンバッジなどのデジタル技術を活用することも考え

られると示されている。 

これらを受けて、令和５年度、文部科学省は「デ

ジタル技術を活用した多様な生涯学習の学習履歴の

活用に関する調査研究」を行い、広島県教育委員会

はその調査研究事業の協力機関として、当センター

の事業のうち、五つの研修及び講座において学習履

歴の可視化・デジタル化とその活用を行った。これ

まで各市町で行ってきた「生涯学習パスポート」の

ような学習履歴の可視化を、当センターの事業にお

いてデジタルツールを用いて行ったのである。これ

は、全国の自治体初の試みである。学校教育以外の

学びにおけるＤＸを実現していく第一段階として、

地方自治体が実施する生涯学習分野の学習履歴をデ

ジタル化する実証的調査研究である。 

 本調査研究は、多機能型ＬＭＳ「Multiverse」(6)を
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通じて、教育・研修・学習に関するデジタルソリュ

ーションサービスを提供している、株式会社ネット

ラーニング（文部科学省の委託企業）とともに実施

した、事業選定から意見交流会開催までのプロセス

及び実証に係るデータを収集・分析し、デジタルツ

ールを用いた学習履歴の可視化による成果と課題を

まとめたものである。 

 

Ⅰ 調査研究の概要 

 

１ 文部科学省委託事業概要 

(1) 題目 

「デジタル技術を活用した多様な生涯学習の学習

履歴の活用に関する調査研究」 

(2) 業務期間  

令和５年４月27日～令和６年３月25日まで 

(3) 委託業務の目的 

・地方公共団体等が住民に提供する生涯学習講座

等や社会教育分野における称号等に関する学習

履歴のデジタル化を推進するため、オープンバ

ッジの作成・発行・管理等の実証を通じて、学

習履歴をデジタル化する利点及びその具体的な

手法をまとめた教育関係機関向けの手引きを作

成する。 

・当該実証を通じて、学習の修了者の受講後の意

識や行動変容に係るデータを収集・分析し、効

果的な政策立案に資する知見を獲得する。 

(4) 受託企業 

  株式会社ネットラーニング 

(5) 協力機関 

・都道府県：広島県立生涯学習センター（広島県

教育委員会） 

・市町村：静岡県藤枝市（市民大学） 

・教育機関：九州大学 

・法人：一般社団法人プレゼンテーション検定協

会 

(6) オープンバッジを発行することを通じて目指す 

もの 

ア 国民のデジタルリテラシーの向上 

 オープンバッジウォレットの登録や、受領したオ

ープンバッジのＳＮＳ共有を通して、デジタル技術

を利用する機会を提供する。また学習履歴を可視化

し、蓄積することのメリットを実感することで、継

続的なデジタル技術利用を促す。 

イ 学びの可視化とモチベーションの向上 

 生涯学習分野でオープンバッジを発行すること

で、プロセス（学習過程）としての個々の人の学び

の証明を行い、オープンバッジの利用を通して学び

のモチベーション（意欲）を高め、それを維持し、

自発的な学習を促す。 

ウ 「学び」を通じたコミュニティの活性化 

 社会教育分野でオープンバッジを発行することで

「学び」を通じた人と人とのつながりや絆の深まり

を促し、コミュニティの活性化を目指す。 

 

２ オープンバッジについて 

 オープンバッジ(7)とは、国際標準規格に則って発

行されるデジタル証明／認証で、スキルの可視化を

実現するものである。取得したオープンバッジは、

画像としてインターネット上で公開できる。また、

メールへの署名添付やＳＮＳでの共有などが可能で

ある。 

 オープンバッジはこれまでに、世界各国で多くの

団体から発行されており、発行サービス提供組織か

らの報告によると2022年時点で約7,500万個の発行

が確認されたが、未報告分も含めると１億個を超え

ると推測される。 

 オープンバッジは、いつ、誰が、どのような基準

を満たしオープンバッジを受け取ったかという情報

がデジタルデータとして画像データに書き込まれて

おり、オープンバッジのデザインや内容証明のデー

タは発行団体が作成する。発行されたオープンバッ

ジは、受領者の「ウォレット」で保管される。 

 本調査研究においては、バッジデザインや内容証

明について、株式会社ネットラーニングの支援のも

と、当センターが作成する。 

 

３ 当センターにおける調査研究概要 

本調査研究では、当センターの事業のうち、五つ

の研修及び講座の受講証明として、オープンバッジ

を発行する。発行に際しては、Zoomを利用し、株

式会社ネットラーニングのオンライン支援を受けな

がら行う。調査研究の対象となる研修及び講座につ

いて、表１に示す。 

 

表１ 調査研究の対象となる研修及び講座 

研修・講座名 研修・講座内容 

令和５年度生涯学習振

興・社会教育行政関係

職員等研修【社会教育

主事等研修】社会教育

経営編 

社会教育主事（専門的教育職

員）として常に更新しておくべ

き資質・能力の向上を図る。 

[講義・演習] 

社会教育経営の理論と実際 

～コーディネート能力の向上に

向けて～ 
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令和５年度生涯学習振

興・社会教育行政関係

職員等研修【社会教育

主事等研修】生涯学習

支援編 

社会教育主事（専門的教育職

員）として常に更新しておくべ

き資質・能力の向上を図る。 

[講義・演習]  

生涯学習支援の理論と実際 

～障害者の学習支援の充実に向

けて～ 

アウトリーチ型家庭教

育支援研修 

子育て・家庭教育支援に携わる

ボランティア等が、子供や保護

者の現状や抱える課題を共感的

に理解し、身近な地域住民とし

て相談に応じるなどの保護者に

寄り添う活動が展開できるよう

求められるスキルの向上を図

る。 

「「親の力」をまなび

あう学習プログラム」

（以下「親プロ」とす

る。）ファシリテータ

ー養成講座 

親プロを活用して実施する家庭

教育講座等で進行役を務めるフ

ァシリテーターの養成を行う。 

親プロファシリテータ

ーフォローアップ講座 

親プロファシリテーターのスキ

ルアップや、潜在ファシリテー

ターへの参加を促すことを目的

とし、ファシリテーターとして

のスキルをフォローアップす

る。 

 

 オープンバッジ発行対象研修の最初にオープンバ

ッジの説明を行い、全員に１回目アンケートを実施

する。オープンバッジ受領を希望する人には、個人

情報取扱に係る同意書に署名をいただく。 

 アンケートを集計し、結果を株式会社ネットラー

ニングと共有する。 

 オープンバッジ受領数の多い受領者にインタビュ

ーを行い、バッジ受領に関わる意見聴取を行う。 

 12月中旬、10月末までにオープンバッジを受領し

た人を対象に、２回目アンケートを実施し、２回目

アンケートのみの集計と、１回目アンケートと２回

目アンケートを突合した集計を行う。 

 12月までにオープンバッジを受領した人を対象

に、「オープンバッジ受領者交流会」を開催（オン

ライン）する。 

 オープンバッジ受領者交流会の議事録を作成し、

受領者の会話を四つの視点で分析・考察を行う。 

 初めての取組のため、オープンバッジを周知する

観点から、比較的受講者の多い事業を選定してオー

プンバッジを発行し、まずは、Ⅰ－１(6)のアを目

指す。 

これらの調査研究を通して、Ⅰ－１(6)のア・

イ・ウそれぞれの項目について、成果及び課題を検

証する。 

４ 文部科学省・株式会社ネットラーニング・協力

機関（４団体）の連絡ツール 

 文部科学省・株式会社ネットラーニング・協力機

関（４団体）で、月１回程度検討委員会を行い、協

力機関（４団体）は進捗及び今後の取組について報

告を行う。連絡を取り合うコミュニケーションツー

ルとして「Slack」、容量の大きな資料の送付用ツー

ルとして「キャビネット」の活用が提案され、メー

ルにて招待を受けたが、広島県のセキュリティにブ

ロックされ使用不可能だったため、メール及び広島

県ファイル転送システムによる連絡を行うこととす

る。 

 

Ⅱ 調査研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 調査研究の仮説 

 オープンバッジの活用を通して、生涯学習におけ

る学習履歴の可視化・デジタル化を行えば、人々が

デジタル技術に触れることができ、研修や講座に対

する学習意欲が高まったり、学びを通じた人と人と

のつながり等のコミュニティの形成を図ったりする

ことができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

 検証の視点と方法について、表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 方 法 

１ 国民のデジタ

ルリテラシーの

向上（ア） 

・２回目アンケート 

・１回目・２回目アンケートの突合

データ 

２ 学習意欲の向 

上（イ） 

・２回目アンケート 

・１回目・２回目アンケートの突合

データ 

・受領者インタビューでの意見 

・受領者交流会での意見 

３ 学びを通じた

コミュニティの

活性化（ウ） 

・２回目アンケート 

・受領者インタビューでの意見 

・受領者交流会での様子 

・受領者交流会振り返りアンケート 

 

Ⅲ 調査研究の実際 

 

１ オープンバッジ発行のための団体登録 

 オープンバッジの発行を行うために、オープンバ

ッジならびに、デジタル証明の登録業務サービスを

行っている財団に団体登録を行う。その際、団体名

及び団体ロゴの登録が必要であることから、当セン
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ターのロゴを作成する。当センターのロゴとロゴに

表現した思いについて、表３に示す。 

 
表３ 当センターロゴとロゴに表現した思い 

当センターのロゴ ロゴに表現した思い 

 

文字 

・団体名は日本語と英語の２種類で

表記。 

・当センターの愛称である「ぱれっ

とひろしま」は、当センターのホ

ームページと色やフォント等の表

記を統一。 

枠 

・愛称の「ぱれっとひろしま」に込

められた「たくさんの色が絞り出

されたパレットのように、多目的

で夢のある施設」を表現。 

人型ピクトグラム 

・多様な人と人、人と学びをつなぐ

ことを表現。 

 

２ オープンバッジ発行対象事業の検討 

 広島県教育委員会として、オープンバッジの発行

を行うのは初めてであることから、文部科学省と相

談の上、オープンバッジの発行数が多く見込まれる

研修及び講座を選定（前掲表１）する。 

 親プロファシリテーター養成講座及びフォローア

ップ講座については、当センターが直接実施してい

るのではなく、各市町で実施しているため、令和４

年度の実施実績を基にオープンバッジの発行数が多

く見込まれる「福山市」及び「東広島市」を調査対

象として選定する。調査研究過程において、オープ

ンバッジ発行数が当初予定を下回っていたため、当

センター職員が講師として講座に参加したり受講し

たりした「江田島市」「府中町」「世羅町」「廿日

市市」「尾道市」（講座実施日時順）を調査対象に

追加する。 

アウトリーチ型家庭教育支援研修は、家庭教育支

援チーム等、地域で活躍するボランティアの学習履

歴を可視化し、価値付けするという意図によりオー

プンバッジ発行対象研修とする。 

 

３ オープンバッジのメタデータ及びバッジデザイ

ン作成 

 調査研究の対象となる研修及び講座のメタデータ

及びバッジデザインを作成する。 

(1) メタデータ 

 メタデータとは、オープンバッジの画像データに

記載するオープンバッジの内容説明であり、バッジ

名や研修の説明等である。メタデータに記載する内

容について、表４に示す。 

 
表４ メタデータに記載する内容 

項 目 内 容 

必須項目 

・バッジ名…研修・講座名 

・説明…研修・講座の概要 

・取得条件…研修・講座の修了条件 

・外部共有…ON/OFFを受領者が選択 

任意項目 

・知識・スキル…習得したスキル 

・有効期限…有効期限がある場合は記載 

・エビデンス…研修修了日等 

 

(2) メタデータ作成 

 当センターがメタデータの記載項目に沿って案を

考え、株式会社ネットラーニングに送付し、フィー

ドバックをいただく。オープンバッジの取組を昨年

度から継続されている、静岡県藤枝市民大学の方に

メタデータ作成における留意点についてアドバイス

をいただく。 

ア 藤枝市民大学の方からのアドバイス 

・受領者がどれだけの内容を学んで、どのようなス

キルを身に付けたのかをできるだけ具体的に記載

する。 

・定量的なデータをできるだけ含む。 

・受領者にとって役立つ・使えるものにするという

視点で作成する。 

イ 株式会社ネットラーニングからのアドバイス 

・第三者が見たときに「学習者の努力」及び「学習

者のスキル」が簡潔に分かるようにする。 

・説明欄は改行できないが、取得条件欄は改行がで

きるため、説明欄に記載していた内容について、

箇条書きの方が分かりやすいものは、取得条件欄

に移動させる。 

・知識・スキル欄は一つのタグに一つのスキルにな

るように記述する。 

 例：「場のデザイン（場を作り、引き出す）」 

→「場のデザイン（場を作る）」「場のデザイ

ン（引き出す）」 

・知識・スキル欄には、第三者が検索するときのキ

ーワードになる言葉を記載する。 

 例：「社会教育」 

・研修及び講座の参加者の属性をイメージしやすく

するため、受講対象者を記載する。 

(3) アウトリーチ型家庭教育支援研修 

以上に述べたことを踏まえ、各オープンバッジの

メタデータを作成する。 

アウトリーチ型家庭教育支援研修のメタデータは
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アウトリーチ型家庭教育に馴染みのない第三者が見

てもイメージが湧くように、受領者がスキルを活用

する場について記載する。アウトリーチ型家庭教育

支援研修のメタデータについて、表５に示す。 

 
表５ アウトリーチ型家庭教育支援研修メタデータ 

バッジ名 アウトリーチ型家庭教育支援研修 

説明 

家庭教育支援とは、保護者が家庭教育を行

う上で必要となる学びを支援するために、各

自治体において保護者に対し、学習機会や情

報の提供等を行うものであり、家庭教育支援

チームは、保護者の皆さんが安心して子育て

や家庭教育ができるように支援する役割を担

います。アウトリーチ型家庭教育支援研修で

は、子供や保護者の現状や抱える課題を共感

的に理解し、身近な地域住民として相談に応

じるなどの保護者に寄り添う活動が展開でき

るよう、求められるスキルを習得します。 

取得条件 

●内容・目的 

１．「説明」家庭教育支援に求められてい

る現状及び課題について、理解を深める 

２．「講義」保護者への共感的理解の方法

や、傾聴等を含めた対応方法について理

解する 

３．「演習」ロールプレイングやケースス

タディを通して、話しやすい状況づくり

や支援者としての考えを深める 

●対象 

 ・家庭教育支援チーム 

 ・家庭教育支援に携わる関係者 

  （親プロファシリテーター、読み聞かせ

ボランティア、放課後子供教室支援員

等） 

 

●修了条件・実績 

 アウトリーチ型家庭教育支援研修【第１

回】または【第２回】の受講 

 

●資格・スキル活用の場 

 ・小学校入学説明会における子育て相談 

 ・参観日後の子育て相談      等 

外部共有 On 

タグ：ス

キルカテ

ゴリ 

家庭教育支援 

コーディネート 

ファシリテーション 

傾聴 

話しやすい場づくり 

多様な特性の理解 

共感的理解 

寄り添い型支援 

有効期限  

エビデンス 研修修了日 

 

(4) バッジデザイン 

ア バッジ画像における表記 

・発行団体名（ロゴ可） 

・認定講座・資格名 

イ 枠組み 

正円、正六角形を標準とする。 

ウ 留意事項 

・世界で共有できる点を考慮し、英語での記載が推

奨されている。 

・サイズが小さいため、字がつぶれて見えなくなら

ないように注意する。 

・文字情報は最小限にする。 

(5) 当センター発行のオープンバッジのデザイン 

 当センター発行のオープンバッジのデザイン及び

バッジデザイン作成において考慮したこと等につい

て、表６に示す。 

 
表６ オープンバッジのデザイン及びバッジデザイン作成に

おいて考慮したこと等 

バッジデザイン 
バッジ名及びバッジデザイン 

作成において考慮したこと等 

 親プロファシリテーター養成講座 

親プロファシリテーター養成講

座修了者には、これまで修了証と

缶バッジを付与しているため、そ

の缶バッジのデザインと同じこと

を証明していることが分かるよう

に同じイラストを使用。 

 親プロファシリテーターフォロー

アップ講座 

親プロファシリテーター養成講

座と同様、缶バッジのイラストを

使用し、バッジ内の講座名のみ

「フォローアップ講座」に変更。 

 

 社会教育主事等研修 社会教育経

営編 

一目見たときに、当センターが

発行したオープンバッジだと分か

るよう、当センターのロゴデザイ

ンと大枠を同じにし、色の変化を

付ける。 

 社会教育主事等研修 生涯学習支

援編 

社会教育経営編と同様、当セン

ターのロゴデザインと大枠を同じ

にし、色の変化を付ける。 

 

 

 

アウトリーチ型家庭教育支援研修 

お父さん・お母さん・子供とい

うイメージにならないよう、子供

の要素を遊具で表現。家庭教育支

援は、学校・公民館等、地域全体

で行うため、街のシルエットを使

用。子供たちを育てる土壌をイメ

ージして黄土色を使用。心が寄り

添うイメージでハートを使用。 
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４ オープンバッジ説明資料 

 研修や講座の受講者に対して、オープンバッジの

概要と利用方法を伝えることを目的とし、説明資料

を作成する。株式会社ネットラーニングが原案を作

成し、オープンバッジ等の専門用語が分からない人

にも分かりやすくなるよう加筆・修正を依頼する。

特に、受領までの流れやエラーが出た場合の対応に

ついては、イラスト等を交えながら詳しく説明する

等、デジタル機器の操作が苦手な方にも分かりやす

くなるよう配慮する。また、親プロファシリテータ

ーフォローアップ講座を行う「福山市」及び「東広

島市」には、市町の担当者にオープンバッジの説明

を依頼するため、株式会社ネットラーニングに説明

の台本も作成していただき、担当者・株式会社ネッ

トラーニング・当センターをZoomで繋いで打合せ

を行う。オープンバッジ説明資料について、図１に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ オープンバッジ説明資料 

 

また、オープンバッジの受領には「氏名」と「メ

ールアドレス」が必要になるため、受領者の個人情

報取扱に際しては細心の注意を払い、「同意書」を

作成し、個人情報収集の目的と活用について説明す

る。同意書の内容について、以下に示す。 

・個人情報の取得と利用 

 調査・分析業務及びオープンバッジの発行・管

理・活用のために利用する。 

・個人情報の管理と保護 

収集した個人情報は厳重に管理・保管を行い、本

調査事業の目的外で第三者に提供しない。 

・法令・規範の遵守 

個人情報に関する法律及びその他関係法令を遵守

する。 

・問合せ・苦情への対応 

保有する個人情報に対するお問い合わせや苦情に

対して、受付、対応の体制と手順を整備し、迅速に

対応する。 

 

５ アンケート 

 本調査研究に係るデータを収集するため、オープ

ンバッジの受領前アンケート（１回目アンケート）

及び受領後アンケート（２回目アンケート）を作成

する。１回目アンケートは、株式会社ネットラーニ

ングが作成し、当センターが追加項目を提案する。 

２回目アンケートは、株式会社ネットラーニング

が作成したものを実施する。 

 １回目アンケートと２回目アンケートの項目を表

７・次頁表８に示す。 

 
表７ １回目アンケート項目 

アンケート項目 
チェック

欄 選択肢等 

１．氏名   

２．個人のメールアドレ

ス 

  

３．年齢を選択してくだ

さい。 

 20歳未満 

 20歳代 

 30歳代 

 40歳代 

 50歳代 

 60歳代 

 70歳以上 

４．あなたの御職業を選

択してください。 

 会社員 

 パート・アルバイト 

 公務員（首長部局勤

務） 

 公務員（教育委員会事

務局勤務） 

 公務員（公民館等勤

務） 

 教職員 

 自営業・自由業 

 地域おこし協力隊 

 専業主婦・主夫 

 NPO法人・団体職員 

 大学生・大学院生 

 高校生 

 無職 

 その他（記述） 

５．所属市町をお答えく

ださい。 

 
 

６．ブロックチェーン技

術を活用したサービス

（オープンバッジ、仮

想通貨、電子決済な

ど）についてお聞きし

ます。あなたの状況に

 

使ったことがある 

 知っているが、使った

ことはない 
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一番近いものを選択し

てください。 

 
わからない 

７．「オープンバッジ」

という単語を以前に聞

いたことがありました

か。 

 
はい 

 
いいえ 

８．「オープンバッジ」

を受領した経験はあり

ますか。 

 
はい 

 いいえ 

９．№８の設問で「は

い」と御回答された方

は御記入ください。ど

のようなバッジを受領

されていますか。 

 （記述） 

 

 

 

 

10．修了証として、どの

ような証明書を発行し

てほしいですか。 

 紙 

 デジタル 

 紙とデジタルの両方 

11．その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

12．講習など「学び」に

関する情報収集の際に

よく利用されている媒

体をお答えください。

（複数回答可） 

 PC 

 スマートフォン 

 新聞・雑誌 

 書籍 

 テレビ・ラジオ 

 知人から 

 その他（記述） 

13．現在利用されている

SNSをお答えくださ

い。（複数回答可） 

 Instagram 

 X（Twitter） 

 LinkedIn 

 Facebook 

 利用していない 

 その他（記述） 

14．SNSは実名で御利用

されていますか。実名

で御利用されている

SNSを全て選択してく

ださい。（複数回答

可） 

 Instagram 

 X（Twitter） 

 LinkedIn 

 Facebook 

 利用していない 

 その他（記述） 

15．今回学ぶ講座の他に

身に付けたいスキル、

学びたい内容を教えて

ください。 

 （記述） 

 

 

 

16．オープンバッジの利

用方法を聞き、あなた

はどのような活用がで

きそうですか。（複数

回答可） 

 SNSでの共有 

 メールでの共有・報告 

 家族・友人や同僚など

身近な人に話す 

 就職・転職活動でのア

ピール 

 自身の学習履歴の可視

化 

 その他（記述） 

 

表８ ２回目アンケート項目 

アンケート項目 
チェック

欄 選択肢等 

１．オープンバッジにつ

いて 

当センターの研修・講

座以外で「オープンバッ

ジ」という単語を（新聞

やメディア等で）聞きま

したか。 

 

はい 

 

いいえ 

２．オープンバッジ発行

について 

オープンバッジの発行

を受けて、他のオープン

バッジを取得してみたく

なりましたか。（他のオ

ープンバッジ発行対象講

座を受けてみたくなりま

したか。） 

 

はい 

 

いいえ 

 

どちらともいえない 

３．オープンバッジが発

行される講座について 

インターネット等でオ

ープンバッジが発行され

る講座を調べたり、オー

プンバッジ発行対象の講

座を受講したりしました

か。（複数回答可） 

 オープンバッジウォレ

ットで検索した 
 インターネットで調べ

た 
 オープンバッジ発行対

象講座を受講した 

 特に何もしていない 

 その他（記述） 

４．№３の設問で「オー

プンバッジ発行対象講

座を受講した」と回答

した方 

どんな研修、または講

座を受講しましたか。 

 （記述） 

 

 

 

 

 

５．№３の設問で「特に

何もしていない」と回

答した方 

その理由を選択してく

ださい。（複数回答可） 

 他のオープンバッジに

興味がなかった 

 検索方法が分からなか

った 

 検索する時間がなかっ

た 
 検索できることを知ら

なかった 
 バッジを受領した講座

以外の研修や講座を、

受講する予定がなかっ

た 
 その他（記述） 

６．オープンバッジの活

用について 

実際にオープンバッジ

をどのように活用しまし

たか。（複数回答可） 

 SNSでの共有 

 メールでの共有・報告 

 家族・友人や同僚など

身近な人に話す 

 所属組織への報告・ス

キル証明（URL共有） 

 就職・転職活動でのス

キル証明（URL共有） 

 自身の学習履歴の可視

化 

 特に活用していない 

 その他（記述） 
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７．№６の設問で「SNS

の共有」と回答した方 

共有したSNSを選択し

てください。（複数回答

可） 

 Instagram 

 X（Twitter） 

 LinkedIn 

 Facebook 

 その他（記述） 

８．オープンバッジの今

後 

オープンバッジは今

後、御自身にとって役立

つと思いますか。 

 とてもそう思う 

 そう思う 

 どちらともいえない 

 そう思わない 

 まったくそう思わない 

９．理由 

その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

10．オープンバッジの取

得について 

オープンバッジの取得

を他の人に勧めたいと思

いますか。（11段階でお

答えください。） 

 ０ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ８ 

 ９ 

 10 

11・理由 

その点数を付けた理由

を教えてください。 

 （記述） 

12．証明書について 

今後受講する様々な研

修・講座の修了証とし

て、どのような媒体で証

明書を発行してほしいで

すか。 

 紙 

 デジタル 

 紙とデジタルの両方 

13．理由 

その理由を教えてくだ

さい。 

 （記述） 

 

14．ウォレットの機能に

ついて 

オープンバッジウォレ

ットについて追加してほ

しい機能はありますか。

（複数回答可） 

 オープンバッジ受領者

のランキング表示（バ

ッジ受領数が多い順） 

 取得したオープンバッ

ジを整理する機能（取

得順や内容、有効期限

による並び替え等） 

 オープンバッジ受領者

への友達申請と個別チ

ャット機能 

 同じオープンバッジを

取得している人のコミ

ュニケーション機能

（タイムライン投稿、

グループチャット等） 

 受領したオープンバッ

ジを基に、お勧めの講

座が表示される機能 

 その他（記述） 

 

６ オープンバッジ発行作業 

 作成したオープンバッジデータ（オープンバッジ

デザイン及びメタデータ）を登録し、オープンバッ

ジ発行作業を行う。 

(1) オープンバッジデータ登録 

 作成したオープンバッジデータの登録は、Zoom

を利用し、株式会社ネットラーニングのオンライン

支援を受けながら行う。メタデータは、登録画面に

入力した後プレビュー表示し、内容が読みやすくな

るよう修正を行う。 

(2) オープンバッジ受領者リスト登録 

 研修及び講座の受講者のうち、オープンバッジ受

領を希望される方に、１回目アンケートの中でメー

ルアドレスを提供していただき、受領者リストを作

成する。メールアドレス等の情報をＣＳＶファイル

に入力するのだが、ＣＳＶ ＵＴＦ－８（コンマ区

切り）（*.csv）でのみオープンバッジの発行が可

能というシステム上の制限があり、当センターが利

用しているExcel（2013年版）ではＣＳＶファイルの

保存が不可能であるため、以下の作業を行う。 

① Excelのシートを一度ＣＳＶ（コンマ区切り）

（*.csv）で名前を付けて保存する。 

② ＣＳＶ（コンマ区切り）（*.csv）のファイル

を右クリックし、「プログラムから開く」→「メ

モ帳」を選択する。 

③ 「ファイル」→「保存」をクリックし、「ＣＳ

Ｖ ＵＴＦ－８（コンマ区切り）」を選択し、保

存する。 

 この方法により、ＣＳＶファイルの保存はできる

ようになるが、元はExcel（2013年版）のためExcel

シートをメモ帳にせず開いてしまうと文字化けして

しまい、一度文字化けしたシートは使えなくなるた

めもう一度メールアドレス等の入力から行う。 

 その他、既に登録している人は、二つ目のオープ

ンバッジ受領からは受領者リストの登録をする必要

がなく、登録が重複しないよう既存データからメー

ルアドレスで検索し、既存データの無い新規の人の

み受領者リストの登録を行う。 

(3) オープンバッジ発行作業 

 受領者リストの登録後、発行リストを作成する。

メールアドレスや研修日等をＣＳＶファイルに入力

し受領者リストと同様の作業（①～③）で保存を行

い、登録する。エラーが出た場合、一度発行したオ

ープンバッジを削除することが出来ないことから、
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失効手続き、メールアドレス再登録、オープンバッ

ジ再発行という作業を行う。エラーが出る原因の一

つは、受講者から提供いただいたメールアドレスの

誤記入である。一文字足りない等の問題が発生する

ため、対面での研修及び講座では、その場で１回目

アンケートに回答していただき、メールアドレスが

正しく記入されているか確認する。 

 

７ 受領者インタビュー 

 株式会社ネットラーニングと合同で、オープンバ

ッジ最多受領者にインタビューを行う。 

○ 日 時 令和５年９月28日（木） 

      ９時から10時まで 

○ 場 所 オンライン（Zoom） 

○ 方 法 半構造化インタビュー法 

○ 対 象 オープンバッジ最多受領者 

      東広島市教育委員会生涯学習課 

      生涯学習推進員 

      徳永 梢氏 

○ 受領したオープンバッジ（時系列） 

 ・令和５年度生涯学習振興・社会教育行政関係職

員等研修【社会教育主事等研修】社会教育経営

編 

 ・令和５年度生涯学習振興・社会教育行政関係職

員等研修【社会教育主事等研修】生涯学習支援

編 

 ・「親プロ」ファシリテーターフォローアップ講

座 

 ・アウトリーチ型家庭教育支援研修 

○ 目 的 

 ・オープンバッジ受領の目的を知る。 

 ・オープンバッジを受領して感じたことを知る。 

 ・オープンバッジはモチベーションの向上につな

がるのか知る。 

 ・オープンバッジの具体的な活用法を知る。 

 ・オープンバッジの将来的な活用イメージを知

る。 

○ 項立て 

 ・研究事業について 

・受領者自身について 

○ 項 目  

 インタビューの質問項目について、表９に示す。 

 
表９ インタビューの質問項目 

研究事業について 

・オープンバッジが発行された研修の参加状況について

お聞きします。どんな研修に参加されましたか。 

・その四つの研修は、どうして参加しようと思われたの

ですか。 

・それらはどんな研修でしたか。感想を聞かせていただ

けますか。 

・結果としてオープンバッジを受領されたわけですがど

う思われましたか。 

・受領してどんな活用をされましたか。（アンケート項

目提示）（周りの反応は？） 

・今後どのような活用を考えておられますか。 

・本研究では、バッジ受領者同士のつながりやコミュニ

ティの形成を目指しておりますが、徳永様はどうお考

えですか。 

・オープンバッジの未来について、どんなふうになって

いったらよいと思われますか。 

・こんなことをしてくれたら、みんながもっと受領でき

るのに、と思うことはありますか。 

・こんなことを県（国）に支援してもらいたいと思うこ

とはありますか。 

受領者自身について 

・海外にお住まいだったと以前お聞きいたしましたが、

どちらの国にどのくらいの期間お住まいでしたか。 

・海外のオープンバッジはどのようなものがありました

か。 

・広島県以外のバッジも受領されたとお聞きしましたが

どのようなバッジを受領されましたか。 

・他のバッジも受領しようと思われたのはなぜですか。 

 

８ オープンバッジ受領者交流会 

株式会社ネットラーニングと合同で、オープンバ

ッジ受領者交流会を行う。 

○ 日 時 令和６年１月24日（水） 

      18時から19時まで 

○ 場 所 オンライン（Zoom） 

○ 方 法 グループに分かれて意見交流 

○ 対 象 オープンバッジ受領者 

○ ねらい  

社会教育・生涯学習分野における学習意欲の向上

及びオープンバッジ受領者同士のコミュニティ形成

を図る。 

○ 参加者 

14名（広島市５名、尾道市２名、福山市２名、東

広島市１名、廿日市市２名、江田島市１名、北広島

町１名） 

○ グループ分け 

 受領者を受領したオープンバッジの種類ごとに四

つのグループに分け、株式会社ネットラーニングと

当センターの職員がコーディネーターとして各グル

ープに入る。 

○ トークテーマ（分析の四つの視点） 

①オープンバッジの発行者及び受領者双方の立場で

の活用方法について 
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②所属市町でオープンバッジが発行できそうな事業

について 

③オープンバッジの課題について 

④オープンバッジアイディアについて 

(1) 意見交流 

 オリエンテーションの後、各グループがブレイク

アウトルームに分かれ、トークテーマに沿って意見

交流を行う。最後にメインルームにて、全体交流を

行う。 

(2) 意見交流の内容の分析 

各グループの意見交流を録画し、文字起こしを行

う。その内容を、分析の四つの視点毎に切り分け、

受領者同士がどのような意見を交流したのか分析す

る。分析には、ユーザーローカルＡＩテキストマイ

ニングによる分析(8)を活用する。テキストマイニン

グとは、テキストデータから必要な情報を抽出して

分析する手法である。分析の四つの視点において、

「スコア順」及び「出現頻度順」の２種類の分析を

行う。「スコア順」は出現回数だけでなく、調査対

象の文書にだけよく出現する単語を重視しており、

その調査ならではの言葉が現れる。また、「出現頻

度順」では拾われなかった言葉も「スコア順」では

表示されるなど、その調査で出てきた言葉（単語）

の多様性を見て取ることができる。 

 

Ⅳ 調査研究の結果 

 

１ オープンバッジ発行数及び受領数 

 令和５年５月から令和６年３月末までに当センタ

ーが発行したオープンバッジは、127個で受領者は

98名であった（４個受領が１名、３個受領が３名、

２個受領が20名、１個受領が74名）。表10はオープ

ンバッジ発行対象研修・講座の受講者数・オープン

バッジ希望者数・希望率を示したものである。オー

プンバッジ発行対象研修・講座の受講者146名のう

ち、オープンバッジの希望者は127名で13％の人が

希望しなかった。希望しない理由として、「デジタ

ルはよく分からない」「機械が苦手」「デジタルを

活用する機会がない」等が挙げられた。 

 
表10 オープンバッジ発行対象研修・講座の受講者数・オー

プンバッジ希望者数・希望率          N＝146 

研修・講座名 
受講者数 

(人) 

希望者数 

(人) 

希望率 

(％) 

令和５年度生涯学習振興・社

会教育行政関係職員等研修

【社会教育主事等研修】社会

教育経営編 

25 21 84.0 

令和５年度生涯学習振興・社

会教育行政関係職員等研修

【社会教育主事等研修】生涯

学習支援編 

23 22 95.7 

アウトリーチ型家庭教育支援

研修 
46 39 84.8 

親プロファシリテーター養成

講座 34 32 94.1 

親プロファシリテーターフォ

ローアップ講座 
18 13 72.2 

合計 146 127 87.0 

 

表11は、オープンバッジ発行数及び受領数・受領

率を示したものである。オープンバッジの受領率は

95.3％となり、オープンバッジの発行を希望したが

受領手続きをしていない人は６名だった。株式会社

ネットラーニングによると、受領率が95％以上なの

は非常に高く、オープンバッジ受領に関するリマイ

ンドメールを送信したことや、受領手続きに不安が

ある人に直接会って、一緒に受領手続きを行ったこ

と等が要因と考えられる。 

 
 表11 オープンバッジ発行数及び受領数・受領率 ｎ＝127 

研修・講座名 
発行数 

(個) 

受領数 

(個) 

受領率 

(％) 

令和５年度生涯学習振興・社

会教育行政関係職員等研修

【社会教育主事等研修】社会

教育経営編 

21 21 100 

令和５年度生涯学習振興・社

会教育行政関係職員等研修

【社会教育主事等研修】生涯

学習支援編 

22 21 95.5 

アウトリーチ型家庭教育支援

研修 
39 38 97.4 

親プロファシリテーター養成

講座 
32 29 90.6 

「親プロ」ファシリテーター

フォローアップ講座 
13 12 92.3 

合計 127 121 95.3 

 

２ オープンバッジ受領者の属性 

 １回目アンケートの結果から、オープンバッジ受

領者の属性について、表12及び次頁表13に示す。 

 
     表12 オープンバッジ受領者の年齢   ｎ＝98 

年  齢 人数(人) 分布率(％) 

20歳未満 ０ ０ 

20歳代 ３  3.1 

30歳代 12 12.2 

40歳代 35 35.7 

50歳代 29 29.6 
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60歳代 15 15.3 

70歳以上 ４  4.1 

 

 表12は、オープンバッジ受領者の年齢を示したも

のである。40歳代が一番多く、40歳代及び50歳代を

合わせた人数は、オープンバッジ受領者の６割を越

えていることが分かる。 
 

    表13 オープンバッジ受領者の所属市町  ｎ＝98 

年  齢 人数(人) 分布率(％) 

広島市 16 16.3 

呉市 １ 1.0 

三原市 １ 1.0 

尾道市 10 10.2 

福山市 ９ 9.2 

府中市 ３ 3.1 

三次市 ２ 2.0 

東広島市 ９ 9.2 

廿日市市 23 23.5 

安芸高田市 ２ 2.0 

江田島市 ５ 5.1 

府中町 12 12.2 

海田町 １ 1.0 

坂町 １ 1.0 

北広島町 １ 1.0 

世羅町 ２ 2.0 

 

表13は、オープンバッジ受領者の所属市町を示し

たものである。広島県23市町中、16市町にオープン

バッジ受領者が存在し、一番多かったのは親プロフ

ァシリテーター養成講座を年に２回実施した廿日市

市だった。 

 

３ デジタル証明 

 表14は、オープンバッジについての認知度及び受

領経験についてまとめたものである。複数受領して

いる人は、最初にオープンバッジを受領した研修・

講座のアンケート結果をカウントした。「オープン

バッジ」という単語を以前に聞いたことがある人は

26人で、26.5％だったが、受領経験のある人は１名

で、１％だった。 

 
  表14 オープンバッジの認知度及び受領経験  ｎ＝98 

アンケート項目 はい(人) いいえ (人 ) 

７．「オープンバッジ」とい

う単語を以前に聞いたこと

がありましたか。 
26 72 

８．「オープンバッジ」を受 １ 97 

領した経験はありますか。 

 

 図２は、修了証として、どのような証明書を発行

してほしいかについて、グラフにまとめたものであ

る。表14同様、複数受領している人は、最初にオー

プンバッジを受領した研修・講座のアンケート結果

をカウントした。修了証は紙でほしいと回答した人

は１名で、今回はオープンバッジの発行を希望して

いるが、「デジタルは出力して保管する手間がかか

る」と回答している。デジタルでほしいと回答した

人は44名で44.9％、紙とデジタルと両方ほしいと回

答した人は53名で54.1％となった。デジタルを希望

した人は、「いつでも確認できる」「紙で持ってい

ても必要な時に取り出せない」「今後に向けてはデ

ジタルでよい」等と回答し、両方を希望した人は、

「デジタルのみだと不安」「まだまだデジタルが浸

透していないので、しばらくは両方ほしい」「紙が

必要な場面もある」等と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 修了証としてどのような証明書を発行してほしいか 

  ｎ＝98 

 

 また、修了証としてどのような証明書を発行して

ほしいかについて、年齢属性ごとの割合を表15に示

す。 

 
表15 修了証としてどのような証明書を発行してほしいか 

 ｎ＝98 

 回答者数 紙 デジタル 
紙・デジタ

ルの両方 

 人 ％ ％ ％ 

総数 98 1.0 44.9 54.1 

【年齢】     

20歳未満 ０ ０ ０ ０ 

20歳代 ３ ０ ０ 3.1 

30歳代 12 ０ 5.1 7.1 

40歳代 35 ０ 16.3 19.4 

50歳代 29 1.0 16.3 12.2 

60歳代 15 ０ 5.1 10.2 

70歳以上 ４ ０ 2.0 2.0 

 

1%

44.9%54.1%

紙

デジタル

紙・デジタル

（１人） 

（44人） （53人） 
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文部科学省の調査研究事業の協力機関（４団体）

全体では、30歳代から50歳代はデジタルを希望する

人が多く、60歳代・70歳以上は紙を希望する人が多

い傾向にあったが、広島県ではどの年齢においても

デジタル及び紙とデジタルの両方を希望する人が多

い結果となった。 

図３は、オープンバッジ受領後どのような活用が

できそうかについてまとめたものである。自身の学

習履歴の可視化と回答した人は63名で全体の64.3％

となった。次に、家族・友人や同僚など身近な人に

話すと回答した人が40名で、40.8％となった。その

他と回答した５名は、「よく分からない」「活用ま

でいかない」等と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ オープンバッジ受領後どのような活用ができそうか 

（複数回答可）ｎ＝98 

 

４ 受領者インタビュー 

 インタビューの項立てに対してどのような回答が

あったかをテキストマイニングで分析した。その際

「オープンバッジ」「ウォレット」の二つの単語が

会話の中で多く出てきていたため、具体的な回答内

容が多く表示されるよう、その二つを抜いて分析を

行った。「研究事業について」のスコア順の結果を

図４、出現頻度順の結果を図５に示す。 

スコア順では、「生涯学習「社会教育」に続いて

「スキルアップ」や「一元化」という単語が大きく

現れた。また、「ランチミーティング」や「フリー

トーク」等、今後オープンバッジ受領者が気軽に交

流できる場ができると、より活用の可能性が広がる

等の回答があった。 

 出現頻度順では、「勉強」「研修」に続き、「ポ

イント」が多く現れたが、関連して「集める」「貯

める」「つながる」という単語が現れた。「ウォレ

ットにオープンバッジが貯まると嬉しい」「どんど

ん違う人と話をする機会となり、お互いのスキルア

ップや知識の向上につながっていくのがよい未来だ

と思う」等の回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 「研究事業について」スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 「研究事業について」出現頻度順の結果 

 

５ オープンバッジ受領者交流会 

 トークテーマ①オープンバッジの発行者及び受領

者双方の立場での活用方法について、②所属市町で

オープンバッジが発行できそうな事業について、③

オープンバッジの課題について、④オープンバッジ

アイディアについて、受領者同士がどのような意見

を交流したのかテキストマイニングを使って分析を

行った。 

トークテーマ①オープンバッジの発行者及び受領

者双方の立場での活用方法について、スコア順の結

果を次頁図６、出現頻度順の結果を次頁図７に示

す。 

 スコア順では、「エリアマネジメント」「多文化

共生」「社会教育」等が大きく現れた。「受領した

オープンバッジをどこで生かせるかが重要」「エリ

アマネジメント・福祉・多文化共生等のフィールド

で生かせるのではないか」「他の社会教育分野でも

活用できそう」等の意見が出された。また、「生か

すというよりも「マイルストーン」として市民に持

ってもらう方が、情報交換や内輪のネットワーク等

（人） 

５

63

13

40

14

11

0 20 40 60 80

その他（記述）

自身の学習履歴の可視化

就職・転職活動でのアピール

家族・友人や同僚など、身近

な人に話す

メールでの共有・報告

SNSでの共有
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で活用できる」等の意見も出された。 

出現頻度順では、「見せる」「持つ」「分かる」

「できる」等が大きく現れた。「バッジを見せて同

じバッジだったら共通の話題に繋げやすい」「勉強

したことが目に見えて分かる」「持っている人がい

ろんなところにいて、それをうまく使って情報共有

できたり、自分の企画のアドバイスをもらったりで

きたら有難い」等の意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ トークテーマ①スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ トークテーマ①出現頻度順の結果 

 

トークテーマ②所属市町でオープンバッジが発行

できそうな事業について、スコア順の結果を図８、

出現頻度順の結果を図９に示す。 

スコア順では、「ウェルビーイング」「ボランタ

リー」「活動履歴」等が大きく現れた。「ボランテ

ィア等される方の活動を価値付けたい」「ボランタ

リーと言いつつ、ボランティアの方々の御厚意に甘

えているところが多々ある」「活動履歴が分かると

よい」「時代に即したウェルビーイング。それぞれ

のやりがいに価値を」等の意見が出された。 

 出現頻度順では、スコア順で出現した単語の他に

「いい」「すごい」「面白い」等が大きく現れた。

特に、「いい」は17回出現しており、意見交流の中

で他者が発言した内容に対し「いいですね」と共感

する場面で多く出現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図８ トークテーマ②スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図９ トークテーマ②出現頻度順の結果 

 

トークテーマ③オープンバッジの課題について、

スコア順の結果を図10、出現頻度順の結果を図11に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 10 トークテーマ③スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 11 トークテーマ③出現頻度順の結果 
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スコア順では、「生涯学習」「社会教育」「一般

化」「標準化」等が大きく現れた。「もっとオープ

ンバッジの活用の場が増え、メジャーにならないと

何とも言えない」という意見に対し「携帯電話も無

い時代。公衆電話で文字だけ打つ時代があった。携

帯電話が出てきて、今はスマートフォンが当たり前

になったと考えたら10年後にはオープンバッジが当

たり前になるかもしれない」等の意見が出された。 

 出現頻度順では、「アピール」「活用」「認知」

等が大きく現れた。「認知されなさ過ぎて、アピー

ルするニーズがない」「オープンバッジを受領して

も、所属している組織がそれを尊重する気が無けれ

ば何の役にも立たない」「活用する側も重要」等の

意見が出された。 

トークテーマ④オープンバッジアイディアについ

て、スコア順の結果を図12、出現頻度順の結果を図

13に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 12 トークテーマ④スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 13 トークテーマ④出現頻度順の結果 

 

 スコア順では、「ピンバッジ」「７色」等が大き

く現れた。「オープンバッジを広めるために本当に

リアルのバッジを作るもの面白い」「ピンバッジだ

ったらかっこいい」「人に見せたら動くとテンショ

ンが上がりそう」「７色バッジはプレミア感」等の

意見が出された。 

 出現頻度順では、「受ける」「もらえる」「頑張

る」等が大きく現れた。「コレクター魂に火をつけ

るなら、５回受けたらちょっと大きめのバッジが追

加でもらえる等のオプションがあるとよい」「３回

受けるとキラキラバッジがもらえるなら、頑張りた

いと思う」等の意見が出された。 

 

Ⅴ 調査研究の分析と考察 

 

 前掲の表２のとおり検証を行った。 

 10月末までにオープンバッジを受領した人に２回

目アンケートを実施。79名中44名から回答が得られ

た。 

 

１ 国民のデジタルリテラシーの向上（ア）につい 

て成果があったか 

 オープンバッジ発行対象研修・講座の受講者146

名のうち、オープンバッジの希望者は127名となり

87.0％にデジタル技術を利用する機会を提供するこ

とができた。 

(1) ２回目アンケートの結果から 

図14は、項番８「オープンバッジが今後、自身に

とって役立つと思うか」について、それぞれの回答

の割合を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図14 オープンバッジが今後、自身にとって役立つと思うか 

ｎ＝44 

 

肯定的回答「とてもそう思う」「そう思う」と回

答した人の割合は40.9％となり、否定的回答「そう

思わない」「まったくそう思わない」の4.5％を大

きく上回った。肯定的回答の理由には、「研修の受

講歴を簡易に見える化できるため」「デジタル化や

ペーパーレス化の社会では必須だと思う」等が挙げ

られた。また、「どちらともいえない」と回答した

理由には、「これまで他で見聞きしたことがない」

「オープンバッジについての周知・認知度が低い」

9.1%

31.8%54.5%

2.3% 2.3%
とてもそう思う

そう思う

どちらともいえ

ない

そう思わない

まったくそう思

わない

（24 人） （14 人） 

（１人） （１人） 

（４人） 
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等が挙げられ、否定的回答の理由には、「自分のや

りたいことにあまり関係がない」等が挙げられた。 

この結果から、オープンバッジを活用することは

「学習履歴を可視化・蓄積することのメリットを実

感することで、継続的なデジタル技術利用を促すこ

と」について、一定の成果があったと考える。 

次に、項番８及び項番10「オープンバッジの取得

を他の人に勧めたいと思うか」について、クロス集

計した結果を、図15に示す。 

項番８の肯定的回答をピンク、項番10の肯定的回

答（ここでは、11段階の「６」以上とする。）を水

色、両方が重なる部分を紫色で表す。 

項番８は、自身について問われており、肯定的回

答は18名で40.9％、項番10は、他者について問われ

ており、肯定的回答は16名で36.4％、両方肯定的回

答は13名で29.5％、両方否定的回答は21名で47.2％

となった。 

 

項番(10)      ｎ＝44 

10       

９       

８       

７       

６       

５       

４       

３       

２       

１       

０       
 まったく

そう思わ

ない 

そう思

わない 

どちら

ともい

えない 

そう思

う 

とても

そう思

う 

項番

(８) 

図15 オープンバッジの取得を他の人に勧めたいと思うか 
 ｎ＝44 

 

項番10で「10」と回答した人は３名で、「学習し

たことの証明になるから良い」「広めて認知された

方が活用が進むから」等と回答している。「５」と

回答した人は９名で一番多く、「現状、活用法が少

ない」「自分がまだ理解していないことを他人には

勧められない」等と回答している。「０」と回答し

た人は５名で、「バッジがあってもなくても（自分

の活動は）変わらない」等と回答している。また、

「６」以上の回答をした16名のうち13名が複数のオ

ープンバッジを受領しており、項番８においても概

ね肯定的な回答をしていることから、複数受領する

ことによってオープンバッジを集める楽しさや、オ

ープンバッジの価値に気付き、他者に勧めたいとい

う回答に繋がったのではないかと考える。これらの

ことから、オープンバッジを複数受領することは、

継続的なデジタル技術利用を促すことにつながると

考える。また、オープンバッジの認知度を高めるこ

とや受領者を増やすこと等が必要であると考える。 

(2) １回目・２回目アンケートの突合データの結果     

から 

１回目・２回目アンケートにおいて、「修了証と

して、どのような証明書を発行してほしいか」とい

う設問に対し、回答に大きな差は見られなかった。

しかし、１回目アンケートでは、「紙」と回答した

のは１名だったが２回目アンケートでは３名に増え

ており、「デジタルは操作方法が分からない」等と

回答している。オープンバッジを受領してみたが使

い方が分からず、活用していないため紙がよいとい

う理由が挙げられていた。 

 このことから、「学習履歴を可視化・蓄積するこ

とのメリットを実感することで、継続的なデジタル

技術利用を促すこと」について、受領者が可視化し

た自身の学習履歴を活用する場や、受領したことの

メリットが感じられる場が必要であると考える。 

 

２ 学びの可視化とモチベーションの向上（イ）に 

ついて成果があったか 

(1) ２回目アンケートの結果から 

図16は、項番２「他のオープンバッジを取得して

みたくなったか」について、それぞれの回答の割合

を示したものである。 

「はい」と回答した人は31.8％で「いいえ」と回

答した人の4.6％を上回った。「どちらともいえな

い」が63.6％で過半数を超えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図16 他のオープンバッジを取得してみたくなったか 

ｎ＝44 

 

 次頁図17は、項番３「オープンバッジが発行され
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る講座について」について、それぞれの回答の割合

を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図17 オープンバッジが発行される講座について 

  （複数回答可）ｎ＝44 

 

 オープンバッジを受領後、オープンバッジが発行

されている他の講座について「オープンバッジウォ

レットで検索した」と回答した人は４名で8.2％、

「インターネットで調べた」と回答した人は７名で

14.3％、「オープンバッジ発行対象講座を受講し

た」と回答した人は４名で8.2％となり、肯定的回

答をした人は合計15名で34.1％となった。 

 図16及び図17の結果から、「オープンバッジの利

用を通して学びのモチベーション（意欲）を高め、

それを維持し、自発的な学習を促すこと」について

３割程度効果があったと考える。 

(2) １回目・２回目アンケートの突合データの結果     

から 

１回目アンケート項番15において、「身に付けた

いスキル、学びたい内容」について、２名以上回答

のあった内容を図18に示す。 

「ファシリテーション」が一番多く、11名が回答

したが、その他の項目は回答者が１名から４名とな

り、回答内容が多岐に渡った。２回目アンケート項

番３（図18）において、「バッジを受領した講座以

外の研修や講座を受講する予定がなかった」と回答

した人が一番多かったことから、当センターが主催

する研修及び講座以外にも、学びたい、身に付けた

いことがあることが分かる。また、当センターの研

修及び講座のうち、五つのみオープンバッジ発行対

象研修・講座としていたため、オープンバッジをき

っかけに学びのモチベーションが高まるというとこ

ろまで至っていないことが考えられる。そのため、

今後生涯学習分野でのオープンバッジ発行対象研

修・講座を拡大することで、あらゆるスキルや学習

履歴をオープンバッジで証明することが、学びのモ

チベーションを高めることにつながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図18 身に付けたいスキル、学びたい内容（複数回答可） 

ｎ＝44 

 

(3) 受領者インタビューでの意見から 

 「オープンバッジはモチベーションの向上につな

がるのか」について、「二つ目、三つ目と増えると

ウォレットを見て「あ、増えた増えた」と一人で喜

んだ」「デジタルで一元化して管理することで、自

分が「勉強をした」という励みになる」「家庭環境

にとらわれずに蓄積していくというのは良い」等の

意見が出された。これらの意見から、オープンバッ

ジの活用は、「オープンバッジの利用を通して学び

のモチベーション（意欲）を高め、それを維持し、

自発的な学習を促すこと」について、有効であった

と考える。 

(4) 受領者交流会での意見 

「オープンバッジはモチベーションの向上につな

がるのか」について、「デジタルの蓄積を評価して

もらえたら嬉しい」「コレクター魂に火をつける」

「遠慮している人でも参加してみたくなるきっかけ

の一つになる」等の肯定的意見が出る一方、「今年
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度はオープンバッジが欲しくて受講したのではなく

受講したらもらえた」等の意見も出された。このこ

とから、オープンバッジを活用することは、学びの

モチベーションの向上につながるが、同じ分野の複

数の研修・講座でオープンバッジを発行する等、一

つ受領することで学びのモチベーションが高まるよ

うな取組が必要であると考える。 

 

３ 「学び」を通じたコミュニティの活性化（ウ） 

について成果があったか 

(1) ２回目アンケートの結果から 

 図19は、項番14「オープンバッジウォレットに追

加してほしい機能」について、各項目の回答数を示

したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図19 「オープンバッジウォレットに追加してほしい機能 

（複数回答可）               ｎ＝44 

 

 一番多かったのは、「受領したオープンバッジを

基に、お勧めの講座が表示される機能」と回答した

21名で47.7％、続いて「取得したオープンバッジを

整理する機能」と回答した17名で38.6％となった。

「学び」を通じたコミュニティに関わる項目につい

て、「オープンバッジ受領者への友達申請と個別チ

ャット機能」と回答した人は４名で9.1％、「同じ

オープンバッジを取得している人のコミュニケーシ

ョン機能」と回答した人は８名で18.2％となった。 

 この結果から、「学び」を通じたコミュニティの

活性化について、ウォレットの機能として必要とし

ている人は少ないことが分かった。受領者にとって

ウォレットの機能は、学習履歴のデジタル証明とし

て、活用の期待が大きい。 

(2) 受領者インタビューでの意見から 

 「バッジ受領者同士のつながりやコミュニティの

形成」について、「研修だけのつながりではなく、

一歩引いたところのフラットな状況でも交流できる

のでよい」「オープンバッジを持っている方のフリ

ートークルームを開催しますよ、という箱ができて

しまえば、皆さん積極的に入って来られる」等の意

見が出された。また「どんどん違う方とお話するよ

い機会になって、お互いのスキルアップ・知識の向

上にもつながっていくのがよい未来だ」等の意見が

出されたことから、オープンバッジを活用したコミ

ュニティ形成に対する期待が大きいと言える。 

(3) 受領者交流会での様子 

 オープンバッジ受領者交流会では、同じ研修・講

座のオープンバッジを受領した人同士でグループに

分かれたため、具体的な活動内容の交流や悩みの相

談等が話題になったグループもあった。各市町で活

動されている方々が、オープンバッジを通じてつな

がることができた。「バッジ受領者同士のつながり

やコミュニティの形成」について、「オープンバッ

ジを持っている人がいろんなところにいて、情報共

有できたり、自分の企画のアドバイスをもらったり

等ができたらありがたい」「情報を載せて、意見を

言い合えるというのがコミュニケーションとしてで

きたら面白い」等の意見が出された。 

これらのことから、オープンバッジ受領者交流会

は、「学び」を通じたコミュニティの活性化に、有

効であったと考える。 

(4) 受領者交流会振り返りアンケートの結果から 

 オープンバッジ受領者交流会の振り返りアンケー

トから、「１．交流会に参加して」（複数回答可）

の回答結果を表16に示す。 

 
表16 「１．交流会に参加して」の結果   ｎ＝14 

１．交流会に参加して 人 % 

楽しかった 14 100.0 

新しく知り合いになれた ３ 21.4 

新しい発見があった ５ 35.7 

新しくやってみたいことができた １ 7.1 

仕事（活動）へのヒントが得られた ６ 42.9 

明日もがんばろうという気持ちにな

った 
６ 42.9 

もっといろいろな人と交流してみた

い 
７ 50.0 

特に何もなかった ０ 0.0 

 

 「楽しかった」と回答した参加者の割合が100％

３

21

８

４

17

２

0 5 10 15 20 25

その他

受領したオープンバッジを基

に、お勧めの講座が表示される

機能

同じオープンバッジを取得して

いる人のコミュニケーション機

能

オープンバッジ受領者への友達

申請と個別チャット機能

取得したオープンバッジを整理

する機能

オープンバッジ受領者のランキ

ング表示

（人） 
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となった。続いて、「もっといろいろな人と交流し

てみたい」50％、「仕事（活動）へのヒントが得ら

れた」42.9％、「明日もがんばろうという気持ちに

なった」42.9％となった。 

次に、「３．オープンバッジ受領者交流会につい

て」（複数回答可）の回答結果を、表17に示す。 

 
表17 「３．オープンバッジ受領者交流会について」の結果 

ｎ＝14 

３．オープンバッジ受領者交流会に

ついて 
人 ％ 

定期的に開催 ４ 28.6 

受領したオープンバッジごとの交流

会 
10 71.4 

オープンバッジが受領できる他の研

修等の情報提供 
４ 28.6 

オープンバッジの活用方法や他のオ

ープンバッジの検索方法等、オープ

ンバッジに関わる演習 

２ 14.3 

特にない １ 7.1 

その他 １ 7.1 

 

 「受領したオープンバッジごとの交流会」と回答

した参加者の割合が71.4％となり、今回と同じ、受

領したオープンバッジ毎にグループ分けした交流会

を希望する回答が多かった。 

 「２．新しいコミュニティについて」（記述）に

おいて、「「オープンバッジの活用」というテーマ

だけでもいろいろな提案や意見があり楽しかった」

「研修だとそのことばっかりの話になるけど、ざっ

くばらんにいろんな話ができ、意見が聞けて楽しか

った」「一つのテーマについて話をすると他の人の

アイディアをきっかけに、自分のアイディアも誘発

される感覚が楽しかった」「他の市町の状況や事例

を聞くこともできて参考になった」「社会教育や生

涯学習、公民館について何かしら熱量を持った職員

同士がコミュニケーションを取れる場があることに

よって建設的な意見交換ができることに、心強さを

感じた」等の回答があった。 

これらのことにより、オープンバッジ受領者交流

会は、「学び」を通じたコミュニティの活性化に、

有効であったと考える。 

 

Ⅵ 成果と課題 

  

１ 調査研究の成果 

オープンバッジの活用を通して、生涯学習におけ

る学習履歴の可視化・デジタル化を行うことは「国

民のデジタルリテラシーの向上」や「学びの可視化

とモチベーションの向上」に有効であることが分か

った。また、その効果を高めるためには、長期的な

取組が必要であることが分かった。 

 

２ 調査研究の課題 

 今後は、複数の研修・講座においてオープンバッ

ジを発行し、オープンバッジ活用セミナーや受領者

交流会等を開催する等して、受領者の意識の変容を

分析していく必要がある。 

 次年度以降も本調査研究を進めていくことで、生

涯学習分野で活躍する方々の学びやスキルを価値付

け、更なる学びのモチベーションの向上を図り、社

会教育人材の育成につなげていきたいと考える。 

 

おわりに 

2021年にデジタル庁が発足し、2023年６月に閣議

決定された「デジタル社会の実現に向けた重点計

画」において、「誰しもがデジタル化の恩恵を享受

することにより日常生活等の様々な課題を解決し、

豊かさを真に実感できる『誰一人取り残されない』

デジタル社会の実現」(9)が示され、国民がデジタル

技術に触れることが重要であると示されている。 

この調査研究はまさに、国民がデジタル技術に触

れる機会となり、継続的なデジタル技術利用を促す

ものとなった。しかし、オープンバッジ受領者がデ

ジタル化の恩恵を受けたかというとそうではない。

企業でも、学校教育でもない生涯学習分野におい

て、オープンバッジ受領者がデジタル化の恩恵を享

受できるようになるのは、全国的にオープンバッジ

の発行が進み、受領者が増え、コミュニティ形成が

進んだその先である。受領者側だけでなく、受領者

が所属する組織が、オープンバッジの価値を知り、

受領することを尊重し、そういう人材を活用する意

識が無ければならない。オープンバッジの発行が進

むにつれ、その恩恵は様々な方に享受され、便利な

ツールとなる日がやってくる。「あの時オープンバ

ッジを受領してよかった」と思っていただけるよう

この取組を継続し、発信していきたい。 

 

【注】 

(1) 教育政策研究会（昭和62年）：『臨教審総覧〈上

巻〉』第一法規出版株式会社p.74に詳しい。 

(2) 生涯学習審議会（平成４年）：『今後の社会の動

向に対応した生涯学習の振興方策について（中間ま

とめ）』https://www.ipss.go.jp/publicatiion/j/ 
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shiryou/no.13/data/shiryou/syakaifukushi/447.p 

df p.137に詳しい。 

(3) 生涯学習審議会（平成11年）：『学習の成果を幅

広く生かす－生涯学習の成果を生かすための方策に

ついて－』第２章『生涯学習の成果を「個人のキャ

リア開発」に生かす』https://www.mext.go.jp/ｂ_ 

menu/shingi/chukyo/chukyo2/siryou/010702d.htm

に詳しい。 

(4) 中央教育審議会（令和２年）：『第10期中央教育

審議会生涯学習分科会における議論の整理』p.１に

詳しい。 

(5) 中央教育審議会（令和４年）：『第11期中央教育

審議会生涯学習分科会における議論の整理』p.17に

詳しい。 

(6) Multiverseについては、https://www.netlearning. 

co.jp/index.htmlに詳しい。 

(7) オープンバッジについては、https://www.netl 

earning.co.jp/blog/article/20231002.htmlに詳し

い。  

(8) ユーザーローカルAIテキストマイニングについて

は、https://textmining.userlocal.jp/ に詳し

い。 

(9) デジタル庁（令和５年）：『デジタル社会の現に

向けた重点計画』https://www.digital.go.jp/ 

policies/report-202209-202308/ friendly-pub 

lic-serviceに詳しい。 
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